














である (Matsuda 2005:19)。 数年前、日本ではのべにして約 80 億人が携帯電話を用いて
いたが (Igarashi et al. 2005)、2007 年 6 月の統計報告によると、約 98 億人の日本人が用





	 現在、日本では IT の危険性が問題になっている。科学技術がますます普及し、インタ
ーネットや携帯電話のようなものに関係する犯罪が増加してきた。しかし、IT に関係す
る性犯罪やいじめは報道がコントロールされており、それほど知られていない。 






















	 したがって、IT 性犯罪は性犯罪の一部ということになり、IT いじめはいじめ犯罪の一
部ということになる。これらの定義には犯罪者と被害者が直接会ってから起こる事件、イ
ンターネットや携帯電話などを使って起こる事件の両方とも当てはまる。 
	 また、性犯罪といじめの統計データを見てみよう。2006 年から 2010 年までの５年間
の性犯罪認知件数の平均は 12,340 件であり、人口 1 万人あたり 0.97 件が認知されている。
図２が示すように、日本で一番認知件数が多いのは大阪府（1,379 件）である。 
	 
図２	 2006年−2010年の性犯罪認知件数(http://todo-ran.com/t/kiji/13991	 2014年 09月現在)	 
	 
	 続いて、MEXT の 2010 年「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査 」
によると、小学校、中学、高校を合わせたいじめの認知件数は約 75,000 件であり1、その
うち、パソコンや携帯電話などを使って起きたいじめの件数は約 2,924 件だった。図 1 か
ら分かるように、最も件数が多いのは公立の中学校である。 
                                                






(http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/08/__icsFiles/afieldfile/2011/08/04/1309304_01.pdf 2014 年 09 月現
在) 
 
	 さらに正確に言えば、LINE の場合、NHK によると 2013 年 1 月から 6 月までの間に 
117 人の子供が LINE 無料通話アプリにより被害を受けている。2012 年の警察庁の調査




国 Naver Corporation 傘下の NHN Japan が開発したアプリである。 
	 LINE の公式サイトによると 2014 年 4 月現在で、LINE のユーザー数は全世界で 4 億
人を突破したそうだ。LINE の代表取締役社長、森川亮氏は 2014 年の年度内にユーザー
数は５億人を突破すると予測されている。ユーザー数のどんどん上昇しており、今年度内
に 5 億人を突破する可能性は高い。 
	 図 3 を見れば、LINE のユーザー数は非常に大きな上昇率を示している。 
	 
図3	 2011年—2014年の LINEユーザー人数	 (http://linecorp.com/press/2014/0402713	 2014年 09月現在)	 
                                                




	 LINE は元々、2011 年の東日本大震災に対応するために作られた。災害を受けたとこ
ろではその時連絡が取れない状態になったため、LINE で家族や親戚と連絡を取ることが
できるようにしようと考えたらしい。 




























IT 性犯罪や金銭が関わるに犯罪が繋がっていく。  
 
５．LINE における IT 性犯罪といじめの実例 













34 歳の男性が直接会った。二人は LINE を通じて知り合い、やり取りしたそうだ。この
34 歳の男性は中学生にみだらな行為をしたとして、逮捕された3。 





















                                                
3 http://headlines.yahoo.co.jp/videonews/fnn?a=20140407-00000215-fnn-soci（2014 年 09 月現在）を参照。 
4 http://matome.naver.jp/odai/2139296629820372201（2014 年 09 月現在）を参照。 
5 http://matome.naver.jp/odai/2138225404422753601（2014 年 07 月現在）を参照。 
6 http://aichi.thepage.jp/detail/20140331-00000002-wordleaf（2014 年 07 月現在）を参照。 
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